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助教授就任議決

1. 標識抗体法による法医血液製判定

法医学助教授芥 j二晃三f:

2. 白内隙および緑内障にI*lする'，'slJ!j形態学的{視察

限科助教授松浦喜子之

第184関米子監学会例会

昭和58"手7月27日

助教授就任講演

3. 外括約筋r~1尿道内庄の検討

泌 尿 器 科 助 教 授 宮 川 征 男

正常人では排尿n.'fIζ外尿道括約筋は電気的に静止す

るという周知の苓実より，同部の尿道内圧が低下する

と考えられている.そこで，特5llHこ試作したニ股式カ

テーテjレを用い調べた結果，正常人では排尿怒立とと

もに外括約筋部尿道内圧がド降することを確かめた.

さらにζ の結果をふまえ， fJl，尿忽支持外括約筋部尿道

内圧の変化訟IJ定のな設を検討した.正常人26例

訴〉と直腸路・子宮í&i術後で外括約Jíjí~自綬不全が考え

られる 12例(障害群〉で，

道内JIの変化を検討した.正常れでは 26例中 25例で

!王は下降，一方， p;l答H'f12例中 11例で圧は反対によ

lll'ーした.この結果より，排ほ怒支!時の外括約筋部尿道

内)1:の交{ヒを，f9t討することにより，タト括約筋の拙綬が

d'.'i~\なのか，弛絞不全なのかをお別できると )6'えられ

た.


